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19:00～21:00 

11:00～15:00 

108 国道108号花渕山バイパスが 

平成27年１１月１５日(日)に開通します！ 

  国道１０８号花渕山バイパスは、平成２０年度より直轄権限代行事業として国土交通

省が事業を進めてきました。 

   このバイパスは、安全・安心の確保や観光振興の面から期待の高い道路です。 

   この度、平成２７年１１月１５日（日）に開通することになりましたのでお知らせし

ます。 

【開通によるおもな整備効果】 

● 安全・安心で快適な交通の確保 

  国道１０８号の急カーブ・急勾配区間を回避したバイパス整備で安全性向上 

● 災害に強い道路 

  過去の地すべり災害箇所などを回避したバイパス整備で防災性向上 

● 観光振興を支える道路の整備 

  鳴子温泉郷やスキー場などの観光地をつなぐバイパス整備でアクセス性向上 

●開通区間：国道１０８号 花渕山バイパス 延長Ｌ＝６．４ｋｍ 

         （大崎市鳴子温泉古戸前～同鳴子温泉鬼首柏木原間） 

●開 通 日 ：平成２７年１１月１５日（日） 

        ※開通時刻、開通式典などについては後日お知らせすることになっています。 

          詳しくは仙台河川国道事務所のホームページで！ 

 

H27 完成２車線供用予定 

平成２７年１１月１５日開通 

花渕山バイパス 延長６．４Km 



国道１０８号 花渕山バイパスの整備効果 

効果①：安全・安心で快適な交通の確保 

効果②：災害に強い道路の整備 

効果③：アクセス性向上による観光振興 

◆並行する国道１０８号は、急カーブ・急勾配区間が連続し、事故も多発。 
◆花渕山バイパスでは、線形不良・急勾配区間が解消し安全性が向上。 

◆平成１９年２月に地すべり災害が発生。 
   現道が４７日間通行止め。 
◆花渕山バイパスの整備により、防災性 
  が向上します。 

◆走行性、防災性が向上することにより、各観光地及び都市

間の広域的なアクセス性が向上。 
 （鳴子温泉郷など多くの観光資源を有し、また鬼首地区への

アクセス性が向上することで、さらなる観光振興に期待。） 

①現道における線形不良箇所 ②現道における狭隘区間（冬期） 

平成１９年２月１７日地すべり災害 

＜花渕山バイパス＞ 
～ 地域と共に 明日へとつなぐ 人と道 ～ 

【道路諸元】 

 延 長 ： ６．４ｋｍ       幅 員 ： ９．５ｍ 

 構造規格 ： 第３種２級 

 設計速度 ： ６０ｋｍ/ ｈ 

 ※規制速度ではありません。 

【事業経緯】 

 昭和６３年 宮城県により事業着手 

 平成元年 用地着手 

 平成２０年 国事業着手 

       （直轄権限代行に移行） 

【進捗状況】※Ｈ２７．３時点 

 用地進捗率１００％ 

 事業進捗率約８４％ 

【現在の状況】※Ｈ２７．９末時点 

 ・トンネル設備工事等推進中 

 ・舗装工事推進中 

【並行現道の現況】 

■急カーブ（Ｒ＜６０ｍ）→２０箇所、■急勾配区間（ｉ＞５．０％）→１，３４０ｍ 

■道路幅員狭小（幅員＜５．５ｍ）→６７０ｍ 
資料：ｲﾀﾙﾀﾞﾃﾞｰﾀ（Ｈ１５－Ｈ２４） 

▲並行現道区間の事故発生状況（過去10年） 

▲並行現道区間の災害発生箇所 

▼花渕山バイパス周辺の観光地点 

※（ ）は観光入込客数（Ｈ２５）  
資料：Ｈ２５宮城県観光統計 

●鳴子温泉 
●鳴子峡 

・ 秋田方面から鳴子温泉郷 

   へのアクセス性が向上 

・ 仙台方面からオニコウベリゾート 

  へのアクセス性が向上 

・ さらに秋田県‐宮城県間の 

  周遊観光型の広域連携が加速 
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